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もし、あなた白 が...あ なたにとって大切な人が

突然の病気や事故で“高次脳機能しょうがい"になったら
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13時 30分～16時 30分 〔開場13時〕
場所 国立市公民館 地下ホール

(東京都国立市中1-15-1)※場所の詳細は裏面をご覧ください
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脳損傷 (脳卒中・脳出血・くも膜下出血)。低酸素脳症。事故による脳外傷等の後、こんなことありませんか?
野新しいことが覚えられなくなつた 評気が散りやすい 鋳イ可度も同じ質問をする >家事やイ士事を効率的にすすめられなくなつた
酵約束や時間を忘れてしまう 装話そうとしても言葉が出にくい 野すぐに怒るようになつた など

参加費   定員  車いすOK

=第 1部 :講演
無料  80名  手覗|ラ

訳

当事者、就労支援機関から伝える『再び働く』について

・ 当事者 Sさ ん (内容 :受傷から10年経った今だからこそいえる直面したこと。工夫してきたこと)

NPO法人まひろ 障害者就業・生活支援センター アイーキャリア
理事長 根本真理子 氏 、就業・生活支援コーディネーター ,中 裕華 氏
(内容 :障害者雇用の現状、病院・地域等との連携、当事者と職場の就労支援の実際)

警 第2部 :パネルデイスカッション
各立場の取り組みから考える『再び働く』に向けて

発症～回復～リハビリ～日常生活・職業生活における支援の実際や、企業が採用～
定着で重視していること等、再び働くことに向けて会場の皆さまと共に考えます。

作業療法士 :土 L原国際病院 峯尾 舞 氏
企業人事担当 :ト ッパン・フォームズ株式会社 総務本部人事部 鈴木 康之 氏
就労支援機関 :NPO法人まひろ 障害者就業 ・生活支援センター アイーキャリア

理事長 根本真理子 託 、就業 ・生活支援コーディネーター
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関心のある方は
どなたでも参|カロできます

医療機関や関係機関、
企業の方は、FAXで
お申し込みください。

当事者やご家族、その他

市民の方は、事前の

お申し込みは不要です。

お気軽にお越しください。

コーディネーター :東京障害者職業センター多摩支所 主任障害者職業カウンセラー 丼上 量 氏
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就労シンポジウム参加申込書
医療機関や関係機関、企業の方はFA×でお申し込みください

FAX送信先
●

● 042-573-1102
国立市役所 しょうがいしゃ支援課 相談支援係 あて

皇AttШL王盛墨二笙I日 (木)まで
<お 申込みのFAX受信をもつて受付完了となります>

機関名
企業名

事業形態

□医療機関  □教育機関
□企業  □関係機関
□その他 〔 〕

所在地

連絡先
電話番号

FAX

ふ りがな

参加者
氏 名

所属名

担当職種

ふりがな

参加者
氏 名

所属名

担当職種

ふりがな

参加者
氏 名

所属名

担当職種

※ご提出された個人情報は、本件の目的以外に使用することはありません。

会場へのご案内 国 立 市 公 民 館 (地下ホール)「 住所 :東京都国立市中 1-15-1¬
ヒTEL:042-572-5141 」

←至立川 至国分寺→ ■土の場合

JR中央線 国立駅・南口から徒歩で約 5分

バスの場合

JR中 央線 国立駅・南口からバスで約 2分
・立川バス (1番乗 り場 )
「国立公民館」で下車 ・バス停からす ぐ

・国立市コミュニティバス

くにっこ (北西中ルー ト)
「公民館」で下車・バス停からす ぐ
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郵便局

国立駅

国立市公民館

一橋大学
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一橋大学 ※駐車場はありません。


